
一

Ｉ

弓
典
石
、
つ
ぢ
に
翻
訳
Ｌ
Ｔ
い
く
、
エ
リ
ア
ー
デ
に
し
て
も
、
パ
、
管
言
ラ
ー
ル
陳
Ｌ
了
沁
、
ウ
ィ
ョ
フ
に
-
し
マ
孔
、

メ
ダ
ル
・
ボ
ス
に
し
で
池
、
メ
ル
ロ
・
ポ
ン
ー
テ
イ
ド
-
て
池
、
一
一
と
ご
と
く
一
癖
の
こ
、
重
究
吐
胸
し
な
く
翻
訳

吉れ尽Ｌ、たち覗育知糺緋会話の巾壼そい薑読Ⅶ歸謁Ｌ、評論毒は引用して作-字《》ないＶ

ハ
日
本
人
の
攝
取
の
あ
川
か
た
ぼ
、
旧
淀
恢
然
な
の
Ｔ
あ
る
。
向
・
フ
岸
に
あ
る
も
釣
菫
一
苓
衿
ぃ
引
③
け
再
-
フ

と
い
う
竜
志
し
か
な
に
し
か
し
-
》
了
批
令
割
風
の
説
が
、
自
令
の
足
北
し
辰
混
る
乗
洋
を
演
等
が
考
喜
一
-
罰
”
ろ
こ

ど
仮
改
『
マ
生
安
遅
！
い
る
の
卜
、
￥
釣
一
迄
一
に
北
勇
く
に
気
づ
→
か
才
．
湯
涙
か
ｙ
〕
新
風
末
屡
や
と
-
二
「
雄
一
六
、
１６

出
し
」
蝕
仁
受
容
し
了
い
薯
㈱
で
混
喜
か
、
句
雀
謡
耐
可
い
Ｖ
９

台
二
条
”
『
餌
⑦
冒
険
』
に
收
肋
易
『
「
急
が
ば
、
回
れ
』
か
抽
出
し
人
間
と
倉
嘩
人
閖
」
か
、
句
鉤
訓
倒
一
に

一九七八年十月陳出た『印象筐ぐゞ
か舸勿害薑は二十冊となり、が帆は四十溝眠乃ラテバ。〉一鰻、刑二十

冊
に
画
古
今
雫
西
璽
訶
人
文
人
学
者
画
家
、
無
人
減
渇
毒
軍
人
、
宗
教
家
，
：
；
争
臺
か
方
狐
は
納
竺
〃
｛
ｂ

舸了おり、〉でい中に耐エリアー衛一一／ないしメルローポ、ごテ↑ｔぱい司了いるので、、ハーマ山と鋪く、Ｆ。

た
だ
け
で
は
、
小
驚
用
博
識
な
日
本
切
八
知
識
人
Ｖ
仇
篭
作
と
と
ら
洲
か
ね
な
い
だ
弓
、
っ
が
、
八
不
黙
用
Ｖ
て
ま

た
だ
け
で
は
、
小
驚
用
博
卦

主
じ
働
な
作
品
票
な
の
だ
．

〃
と
は
い
う
て
Ｌ
、
・
工
，
廷
鋒
し
筆
了
蔽
乏
食
っ
て
く
打
ば
、
至
一
遮
な
Ｌ
に
文
童
鈎
コ
ツ
が
眼
に
は
い
り
．
駁
け
引

表
、
熟
〉
う
ま
く
な
「
て
く
ろ
も
の
で
や
冴
え
ず
之
と
し
た
筆
弐
、
ぱ
き
蓬
見
せ
ろ
装
う
に
な
う
灰
℃
一
刻
上
九
年
四
月

に
出
辰
『
素
朴
の
大
砲
垂
庵
ァ
’
一
リ
心
シ
ソ
-
』
け
四
七
○
ペ
ｌ
》
易
大
き
方
本
だ
が
．
見
事
ト
ル
〉
ソ
-

重
揺
ぎ
な
が
ら
草
謁
紳
一
達
語
っ
た
。
あ
ど
が
き
に
よ
細
ば
二
王
間
で
髪
舅
。
あ
げ
涙
ら
Ｌ
い
”
《

｜
ぞ
い
か
れ
が
．
ｆ
五
毒
・
寺
五
一
富
筏
つ
か
っ
て
・
一
人
の
詩
人
乏
篝
さ
切
舸
守
に
Ｌ
た
し
た
し
了
い
ろ
〉
両
．

凶

--．？
愛

グ《》
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ザ
一

一

こ
約
”
老
岬
完
短
く
気
短
か
Ｆ
な
っ
庇
わ
た
」

八
坂
を
侭
リ
打
ば
、
坂
は
登
喝
”
ね
ば
な
ら
な
い
Ｖ

か
洞
何
「
少
黄
の
坂
」
と
じ
、
つ
小
説
を
、
こ
、
っ
錦
』

鏥
稗
り
ろ
八
紡
広
〃
登
る
尺
勿
に
か
し
ら
な
い
が
、
｛

の
空
閣
何
一
一
○
世
紀
ｚ
い
う
瞬
間
と
交
差
Ｌ
て
い
一
に
。

》
ふ
Ｌ
ぎ
な
よ
う
な
気
迫
す
る
が
、
た
だ
￥
打
だ
け
《

ひ
＆
ん
庭
る
こ
と
だ
弓
う
む
》
”

《すでにも灰もたと千五百枚積人矛Ｌまぅな今と〃『》了睡、こ”枢から書く蔀分がすう幸、〃す邪ぽ

い
よ
い
旗
前
切
も
た
も
尺
が
際
立
ち
、
同
じ
韮
う
に
孔
た
北
た
す
ろ
勿
”
・
す
う
女
”
き
せ
ろ
よ
り
議
事
で
、
Ｕ

弓
ぞ
全
く
新
旋
に
書
き
お
易
す
ぼ
勺
が
よ
い
く
ら
い
の
Ｌ
の
だ
が
・
ぞ
う
し
ょ
う
と
す
る
と
千
五
百
枚
が
お
洲
を

げ
っ
て
お
く
の
か
と
白
服
逢
と
け
る
辰
弓
う
・
菫
森
紳
一
初
代
事
．
寮
寸
ろ
だ
に
い
辰
兼
し
い
、

恥ひょうとすると最鐙才で未完の汗一ｒあるか沙し制す．完籍して池恐らく最池不出末ないが草森

鉾一に蓬《峠烹の『專長吉伝』ではないか、と吋重燕がする。苧、うしイー￥の不出来Ｔ潅大な『李

長吉信』が草森紳一の畷作とい一’く一と仮なろ鋤か毛錘

こ
杓
何
老
い
完
短
く
気
短
か
Ｆ
な
っ
庇
わ
た
し
の
妻
言
だ
。
》

李

長

吉

歌

毒

浦

上

註

襄

。

少

戸

報

記

腿

杜
園
満
伏
毒
授
駒
動
璋
１
版
』
よ
叩
更
ｘ
澗
箏
報
』
鎌
二
巻
葬
三
・
璽
鵡
二
茎
一
こ
毒
穴
月
刑
』
に
潟
鼓
す
る

ａ

命
、
〉
、
一

、楽●

」
．
．
｝
』
一
一
子
-

．
斗
。

■

毛

・一も

。

。

す

．

歩

・

こ
ぎ
〉
了
・

が
打
た
’
の
こ
ｘ
か
め
尺
弓
、
フ
っ

ｒ

へ

こ
う
締
め
く
く
う
了
い
ろ
。

●

い
が
、
奉
冨
と
い
う
坂
了
．

、

ｒ一

草
紳
一
一
卜
柄
庇
し
側
出
会
ヲ
氏
。

森
一 一

八
八
○
・
五
・
一
一
．
一
二
○
八
）

諺

、 ／ 〆一て
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宇・曲。
今

イ

；

中

国

古

典

文

孝

詠

考

責

科

き

ぎ

凹

面

雑

記

噸

／

・
い
う
盲
っ
灰
の
か
覚
ズ
イ
い
な
い
が
、
双
西
省
教
師
調
梼
環
筏
繍
『
幽
鬮
占
嶢
文
学
教
考
寶
溌
峰
ぴ
あ
尋
、
上

刑
一
七
三
賞
、
下
拙
四
仁
二
頁
。
舎
捲
一
新
議
感
鋤
だ
が
発
行
隼
月
溌
謡
下
跡
．
煽
邸
本
斯
的
で
弱
云
う
。
一

た
五
○
’
五
五
年
の
間
ド
癸
表
・
ざ
桐
灰
諸
論
文
を
牧
緬
ろ
か
ら
・
零
印
本
は
一
九
五
六
、
上
奪
ご
ろ
に
出
た
の
だ

、

、

弓
う
・
こ
の
本
広
吋
李
篝
Ｋ
関
す
る
論
文
が
無
い
嗣
了
、
こ
こ
侭
と
り
湯
げ
た
．
一
九
八
Ｇ
年
豹
中
国
約
教
師
、

特
に
中
国
文
学
零
Ｋ
ｘ
っ
て
ば
．
李
欝
、
謄
修
切
願
目
屋
君
ゑ
げ
御
ど
礼
二
十
敬
年
前
に
は
．
知
局
な
く
て
祉

別
ぽ
ど
、
っ
Ｚ
ｒ
、
。
三
は
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
い
こ
ｚ
を
こ
の
券
考
鍔
料
は
示
し
て
く
楓
了
い
ろ
と
兎
う
。
わ

に
Ｌ
の
椿
測
す
る
逼
リ
、
今
日
の
中
国
で
李
覺
が
悩
修
の
頴
自
に
な
う
了
い
ろ
と
す
柄
ぱ
、
そ
洞
が
疎
ぜ
か
蓬
・

鳧
奈
わ
め
ろ
荊
凄
が
あ
零
う
・
わ
た
-
』
は
李
電
蓬
読
近
た
め
肱
、
今
の
中
国
の
人
た
ち
的
李
駕
を
見
る
目
付
雁
か

Ｆ

●

ロ

合

■

と
目
菱
と
例
涙
の
だ
が
、
中
国
の
現
代
史
を
額
究
す
る
人
於
呑
か
、
こ
の
著
し
い
目
付
を
分
析
し
了
い
可
い
冷
し

芝-＃
宵 雑
鋒 記 陳 要
L 2 常 榮
ワ ー ､ 等 宇
い 突 敬 零． 懲 敏 植
汀 ， 。
注 目 一
李 獄 宇
畏 残 雲
吉 詑 汀
請 五 ，些：満一
一、‘雪

2 3 債 可一、古請
狼１堂十
案 震 落Ｌ - 挙抄
乏 旗 縞
穀 上 水
照 箪 雇
宝 錘 箸
賦 職 録
ｒこ承』｡、
い 詮 舅鰯 爽 一
" L - 三
出‘，（̅）
畠 一
鋪辱 、 雌
請 撒
諦 雷
鷺 芦
"L z烈了X二冑

l . こ 婆
！ ̅ ま 溺
実 ， ヘ
兼 端
の 阿
イ 下 ‘ 蟹

莚
胸
奮
溌
垂
報
室
寸
お
ゞ

Ｌ
６

→
李
長
臺
歌
詩
捕
註
十
八

Ｇ

蒲
罫
縣
史
榮
潅

ｰ

１

巻
誤
蕊
：
家

本
五
巻
一
《
講
一
著

趣
鶏
溺
涜
伏
鮒
菫
縦

諦饗
一 一

一
一

巻
減
舞
一
巻
首
一
毒

二
十
一
舟

ＦｌＪ

一

ﾐ霧
ざ

才ﾂ、
率

|５-ea '０６３

群.』.､韻,,,､命.二 - - - L ＝一一一.…-...､...･･:､空,､嗅・､辱…蝿、齢,湖１qfと坐-諦 訳 肯 - ． . . 一 一



ヴ

焼牒鍜譲票岬鳩翔静轤Ⅷ叫霜慧潮瀕謡扉窯糖蕊噌峨

にそうだとＬ-Ｉも、／毛沢東がいワ匠携知ぜ猫北村子もそ細広言侭Ｌなけ柄ぱなら扉い切かといつ

問
い
が
出
汽
ら
向
と
答
え
る
が
。

余
談
な
か
令
巻
迅
口
一
九
一
三
年
ハ
月
二
十
三
日
か
今
〈
ご
州
請
書
ｖ
中
ｎ
Ａ
石
蓉
集
ｖ
を
震
Ｌ
は
じ
肋
、

十
一
月
十
六
日
に
『
凡
十
巻
３
亭
目
一
毒
／
霧
計
三
画
や
工
碁
匡
董
・
篤
Ｌ
畢
っ
了
い
看
、
十
月
一
日
ｎ
回
記
に

『
舅
書
崎
頭
肱
手
鐡
噸
似
神
鯉
茎
炳
奏
”
無
旦
小
一
腐
蟇
罵
中
，
豆
秀
」
」
と
Ｉ
｜
ろ
寸
，
『
一
恒
異
霊
』
画
宋
の
隷
煽

古
の
家
農
、
復
古
脚
天
台
の
人
で
、
天
白
口
金
椿
と
撰
ば
衲
喜
蛇
順
鶏
寸
石
か
ら
『
会
稽
郡
戒
雪
縫
蕉
』
を
鋪
ん

だ
書
迩
、
陀
走
的
騨
嫁
か
酷
／
-
」
た
作
崇
筵
灌
え
ら
や
心
す
る
が
、
「
蕊
毒
中
」
に
『
頭
舷
手
敬
」
蓬
お
し
→
、
、
方
隷

ぜ
『
壱
三
箒
』
を
富
夫
、
ね
ば
な
ら
な
か
”
灰
か
材
宅
い
ぼ
「
蟇
塗
董
忘
廻
っ
穴
鈎
帳
半
ば
樹
械
師
可
電
篝
に
飛
頭

し
た
の
だ
言
う
か
．
そ
い
「
暮
露
」
と
ぱ
何
だ
っ
仮
い
た
再
-
フ
か
謹
正
室
調
『
中
国
文
学
家
大
群
唾
僅
は
懐
古

に
つ
い
で
「
好
端
歴
，
誉
至
江
西
武
露
．
，
有
富
萄
霜
冥
才
ゞ
妻
以
草
一
二
年
眉
訳
鳴
、
弓
三
家
已
有
零
掌
邑

傷
露
命
〃
作
縫
花
詞
以
副
栂
江
壺
北
」
一
房
一
一
菫
轄
、
謬
産
．
柔
、
丁
禰
古
乏
非
難
す
る
声
も
語
り
・
僧
古
一
芸
琴
っ

言友防にＴ司宗「上げ侭小説門ご弁認する声も弱る・い、ず綱に-二ｔ池・結婚と吋可問題か、苧の当事

琶
逢
一
火
に
、
肉
体
的
唾
あ
る
い
は
社
会
雲
促
的
垂
誰
い
導
〆
こ
い
、
っ
間
調
を
か
か
え
た
誇
人
で
あ
「
・
辰
，
善
辺

の
寓
謹
に
な
に
が
Ｌ
か
一
易
問
頴
が
照
わ
ら
な
い
か
．
巻
迅
の
蕊
初
の
結
婚
に
刀
と
ｉ
域
毘
い
と
こ
勿
嶌
書
の
問

に
な
Ｆ
か
蝕
料
毒
っ
も
の
が
あ
、
た
の
一
く
ぼ
な
い
か
“
．
柄
沢
し
ば
涙
ろ
魯
趣
切
専
家
匹
間
・
っ
た
が
筌
充
は
得
ら
御

な
か
っ
症
。
書
返
の
域
性
観
に
つ
い
了
向
か
郡
っ
か
か
こ
く
釆
孝
い
か
ど
、
「
．
が
考
え
て
Ｌ
令
之
子
せ
ん
か
、
碇

ヘ．犀 - ， ＝ｼ 令
､
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L:¥．１手戸＝
ｰ ｡

｜ニョヨ
二

ｔ
一

高

奇

こ

ぎ

ｕ

壱

蕪

記

脳

一
九
七
五
年
十
二
月
二
十
五
日
、
鍾
應
福
『
諭
詩
絶
句
甲
乙
集
』
菱
薄
フ
辰
，
沓
落
の
箒
基
学
院
中
国
語
文
学

察華国学会が園ヰ四月一卜発行し淀固会叢害葬七種。．〒⑦「乙第』の一五五、一五六ば「髻李篝」

詩
不
因
人
見
笑
慧
諸
口
調
世
辞
の
道
具
じ
ゃ
な
い

．

・

い

た

土
凡
ｒ

琴
誰
韓
ロ
損
吾
眞
ロ
に
蓋
し
Ｔ
己
楓
の
素
舵
そ
こ
な
え
よ
、
っ
か

嘔
侭
直
窺
臓
中
事
肥
蓬
嘔
キ
聖
Ｌ
肘
②
な
か
逢
直
写
す
る
例
辰

叩く次竪切．

？
』
▽
似
繭
高
奇
官
幾
人
李
賀
よ
君
仔
と
の
高
奇
万
詩
人
畿
人
い
よ
う

篝
の
詩
同
人
と
の
ウ
幸
あ
い
の
た
肋
に
作
っ
穴
北
の
じ
ゃ
な
い
．
他
の
詩
人
の
集
脹
は
応
酬
の
作
が
ご
た
ご
辰

ぽ
い
毎
了
い
葛
も
め
だ
か
、
か
れ
に
は
ほ
と
ん
ど
予
湘
が
見
、
勺
桝
め
。
だ
沙
ら
俗
流
を
か
け
ば
な
れ
了
い
石
②
沢

也
／
請
う
〃
テ
名
〆
急
二
・
シ
，
詩
ヲ
鰍
テ
剥
／
嘉
一
シ
２
詩
ヲ
以
テ
禽
構
／
為
ニ
ズ
ル
者
ハ
ノ
窒
ナ
俗
物
手
り
。

聖ゞ。、シ←

一
凸
三
ニ
ラ
生
壼

一署此一一有ラバ，，則手性情ラ損に久患明ヲ雪〆・士二昌谷詩弓喜ブ者アラ一モー宣ク呉／墓言植

。
。

。
『
〉
ゴ
ナ

労
に
鍔
リ
そ
う
で
脚
あ
ろ
け
制
ど
池
、
と
た
め
ん
で
為
捉
が
、
管
朗
な
雲
家
は
微
笑
す
る
門
け
だ
や
淀
。
〃
結
婚
と

写
書
壷
詫
献
の
口
素
人
の
剛
抜
け
漉
墨
辰
Ｌ
了
也
、
勇
躍
寵
中
』
ｍ
写
雪
に
『
石
辱
集
』
董
選
ん
た
こ
迄
は
害
毒

ゞ
に
と
っ
て
北
一
公
、
窯
で
弱
り
う
る
駒
で
は
な
い
か
。
書
迩
の
八
十
日
の
生
命
が
注
が
楓
た
い
た
。
箒
帆
が
な
ぱ
か

と
考
え
蔓
一
と
は
、
急
運
に
ご
だ
洞
苓
人
な
マ
ニ
尺
わ
ぅ
Ｔ
賑
い
間
纈
で
何
な
い
か
．
わ
淀
し
け
電
鈍
房
か
ら

一子例よ・「なこだわ〃方下千百五十年ずえ的詩人壷即今当前の問題とＬ一’、奔尺つ叱りだが・李窒は

やはり壬白五十年前に一挑んだ詩人で茂り・談編古は’三胤献に一此人庭詩人なのかししれぬ。

一

」

Ｌ

二

Ｊ弓Ｊｒ

愛
子 ＝

一 一

＝

鐸
ニ ー ミ -

〆

'５６５ '０６５
一

一一一

̅

一
子

一一一一』一一 一 冬ﾛ 一 一
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一■

生
氣
翻
従
死
鶴
向
．
《
ず
細
鯛
篝
い
主
ま
い
一
、
ｋ
廷
味
わ
い
付
『
死
』
字
切
籠
か
-
缶
や
．
う
て
く
署

４
垂
一
■
』
ｒ

壬
孫
眞
宣
卜
凡
才
こ
の
公
手
け
ば
『
六
Ｖ
非
凡
雪
砺
，
樅
壼
子
←
『
で
い
る

乍
看
彊
擬
天
蕊
語
石
が
搬
椥
了
天
が
雲
く
正
毫
左
鵠
を
見
せ
、
同
振
か
〉
一
惠
、
つ
と

．
又
冤
舂
風
聿
柳
櫓
：
宅
辰
春
風
Ｆ
測
士
褐
逢
緊
醤
く
い
る
這
い
、
、
辱
宣
ノ
た

雪
ほ
好
人
で
亘
沁
』
字
の
韻
衰
鯛
い
ろ
（
こ
電
ｒ
荷
海
た
し
も
拙
稿
『
十
二
月
葉
畿
」
一
ｆ
述
べ
尺
）
「
礪
門

太守行」「括歌」二享和二雰中』「鯏睡」「平腕一卜！一富子虎虎卜、、ニテ生気ァ〃り．

＃
「
境
虎
」
ど
い
う
用
字
送
戸
作
は
じ
品
了
お
同
一
ト
ヴ
か
つ
た
。
愛
知
大
学
『
中
日
大
靜
騨
』
に
耐
「
境
虎
雌
縄

っ
て
に
く
ら
Ｌ
・
マ
ゥ
な
様
子
で
」
と
説
明
才
ろ
蚕
二
こ
験
語
感
ど
ば
這
、
っ
〃
．
『
鰍
女
講
奇
』
壷
は
じ
坊
手
許
の

病たしのような俗物に画痛い針属”淀酬い海仮もすぐ籾た裁々
の義が混るのでＶちがいに莞

●

■

一

当

《

一

勺も薑いさ楓まいとは題う泰高蛇に童うて大観寸賦卿、涙ろい向末代以後釣篭河の駒ほど池あ

写
す

弓、っ詩蒙芝片うばしか合議ノや７〃くい一・一一

二百二、三十首のこしてく桝洞．何・ｙ売分だ

ツ
ル
鮒
以
ヲ
知
ル
ベ
、
シ
、

徒
の
辞
書
に
何
見
え
万
い

鍾
夙
は
崇
基
学
院
劇
教
轄
で
『
老
子
斬
詮
』
『
易
辞
街
簔
』
②
二
箸
が
編
宕
由
。

日
本
人
の
書
履
た
中
国
文
学
雲
同
裁
ま
め
と
称
す
る
甑
人
の
壼
家
に
錐
氏
の
諭
詩
絶
句
に
『
い
了
間
Ｖ
Ｔ
み
八

ら
た
脚
も
読
ん
で
い
な
か
っ
た
。
あ
の
人
た
室
は
い
う
展
い
何
王
読
ん
で
い
る
魚
だ
葛
令
・

鍾
戯
に
手
そ
の
グ
宝
＆
椚
了
嘔
出
愚
直
虚
中
睾
。
ご
紙
で
何
似
爾
轤
馬
有
蕊
人
と
藍
ね
れ
か
ね
扉
い
”

｡

̅

父ｼ金
一 ｡

真
弓
ぷ
や
き
た
く
な
．
石
汚
弓
今
。
-
、
董

李
費
釣
鐘
う
唾
、
、

詩

一

趣

．

-

・

ｌ

ｖ

０

Ｉ

形

１１

篭
〆

|5-ee '０６６

ｰ



薑
之
一
中
田
（
雲
次
郎
）
歓
蘇

ご
舸
逢
見
た
い
も
の
だ
〉
屋
公
．
〔
く
露
っ
Ｔ
い
液
と
二
君
・
一
浬
三
重
湾
の
菫
世
賑
厳
薇
が
出
し
候
億
印
本
董
手

に
入
打
ろ
ご
と
か
で
き
た
。
『
中
華
禄
國
糾
年
脚
月
訊
卸
』
と
謁
リ
-
『
李
蒙
舌
及
真
詩
』
、
蓉
工
力
冒
、
翠
屋
一
〔
款

詩
-
」
八
十
八
頁
。
、
じ
肋
Ｆ
「
此
俳
寶
時
錐
月
う
菫
率
成
篤
、
″
帰
謡
舅
舸
不
尭
・
尚
有
率
戻
吉
笄
語
一
-
文
・
通
因

覗
父
去
世
，
腿
緒
衷
穀
，
未
縦
黄
縞
造
へ
得
菖
関
〃
・
琴
再
版
鳴
謝
入
。
＋
〈
茸
十
二
月
駕
桟
奮
暴
子
士
罠
詠
」
〉
←

柔
電
半
月
で
作
っ
犬
と
ぼ
震
い
た
も
の
だ
が
・
李
奮
概
論
と
Ｌ
一
く
ま
才
ぞ
っ
な
く
書
け
丁
い
て
い
ず
㈱
大
学

院
学
生
の
樟
統
答
蕉
段
沃
い
だ
。
期
待
し
す
諄
及
⑭
一
ぐ
ち
ょ
（
-
と
が
「
ワ
リ
し
た
が
、
穴
か
た
室
Ｌ
了
邸
〉
半
月
了

阿杓たし仮何作獅ない本だか諦勺やばり感侭廿ャ、弓査得ぬ食〉で楓にＬ了も、いま℃帆壷復印せね

ば
ｎ
令
腕
ぼ
と
冒
湾
の
李
雪
甜
寅
口
迩
打
可
い
る
の
か
、
と
い
、
司
該
通
し
》
毎
ば
鋤
で
耐
な
い
．
だ
が
ご
楓
し
研
究

の
進
勇
工
合
ど
け
無
關
係
な
出
版
社
の
事
信
に
ぷ
ろ
だ
け
の
こ
と
で
弱
ろ
う
。

廓
か
Ｋ
次
の
一
条
が
あ
る

塑
李
戻
臺
歌
詩

α葵武ぴ一尻本乏まい辰民国十八年画一九二九年⑳周闇風熊裕芳・諺雪桝・疎暗輯

壼氏が孝篝Ｆうじ了流星んに書り庇時期だ函〉て机ぞ弧に這った個性を罰し『た人た為だが-

かえラマ溌葛と．芝和し互い孵士く似了い毒へ承が酷代の刻印というＬのだろっか。

舅

場

室

『

季

長

壼

歌

請

』

一

・

ざ

銅

：

一

〕

縛

訊

順

鈴
木
売
婚
・
『
李
長
吉
款
詩
票
』
上
の
「
解
説
」
中
に
「
李
長
志
詩
集
刊
本
展
観
目
瀞
』
が
訓
ピ
ー
あ
っ
て
〉
元
の

ざ
ま
〆
菫
い
藩
Ｌ
た
が
こ
め
本
は
椿
組
み
だ
。

ノ

～

戻
昌
欝
揚
霊
塀
一
九
三
三
琴
（

彗
之
一
中
田
（
篝
次
郎
）
武
蔵

一

戸:肥
・１・

ぜ
Ｐ̅ｐ Ｄ -

民
国
一
工
-
二
等
）
上
渇
光
華
書
局
排
印
本
欣
鬘
叢

』

篭

王
礼
錫
ら

、い
ま
ふ
り

|ら-67 旧６７
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琴震は雷・中葉の僥宗・順宗・毫宗列三朝に生キ、柵宗元一劉蕩錫今〉』ほぼ同時。琴一願、く生和早く

死
ん
だ
の
で
王
淑
文
ら
の
法
家
集
団
に
は
参
加
し
な
か
フ
氏
が
、
そ
の
歌
詩
に
ょ
フ
マ
蓉
競
及
儒
痔
恵
遼
表
現
」
８６

当
時
②
陀
主
階
級
隼
瓢
派
的
保
守
派
に
反
対
す
琴
路
線
闘
争
脈
家
与
Ｌ
た
ｎ
》

》一や画

「
猛
澆
行
」
「
公
票
出
門
」
「
呂
将
軍
歌
」
「
惑
調
六
首
」
「
致
酒
行
」
な
ど
に
け
蒋
鑓
（
陀
方
軍
閥
）
の
割

樵
に
友
封
Ｌ
へ
團
寅
勿
競
一
垂
衛
謹
し
よ
も
と
す
ろ
き
簿
が
亮
今
杓
椚
了
い
毛
←

ｓ

一
画
上
莞
碓
本
票
主
』
零
訣
）
ば
哀
勧
儘
家
飼
壼
域
す
る
←
》
天
人
合
一
：
一
言
権
神
授
。
説
匡
欠
対
茸
了
-
巧
←
（
ｂ

「
奉
王
欲
酒
」
は
毒
の
妬
室
の
芙
碓
形
家
乏
塑
這
Ｌ
尺
弛
め
で
尊
惑
傾
向
め
あ
ら
わ
桐
だ
．
５

魯
超
は
李
薫
達
評
論
し
了
「
人
生
票
大
切
蜑
癌
は
琴
蕊
勿
了
形
む
ぺ
宍
通
”
な
い
こ
と
だ
」
と
い
、
辰
、
が

打
付
『
藪
調
五
首
」
や
「
老
夫
採
王
歌
」
な
ど
仮
官
潭
や
大
此
主
の
收
奪
達
-
『
上
雲
禦
」
『
崇
華
簿
」
較
塑
に

皇
帝
や
壽
溌
の
荒
遮
遠
熱
達
暴
露
し
た
か
、
「
害
諾
王
孫
」
な
ピ
と
自
称
し
、
漫
落
毒
城
の
情
調
蓬
引
宍
す
り
．

素
純
稚
物
塞
簔
的
観
点
か
ら
、
い
つ
孔
人
生
鯛
建
の
罰
量
作
品
に
流
露
し
屋

ゞ
ざ
う
と
奮
勿
よ
う
な
論
で
あ
る
・
わ
筏
Ｌ
は
李
賀
に
友
篇
的
煩
向
が
あ
ぅ
穴
二
と
に
は
同
意
す
る
が
、
こ
の
論

達

家

人

物

量

寧

》

寧

享

纒

銀

船

Ｆ
…
一
九
ヒ
セ
年
・
一
〈
月
二
十
九
日
、
齊
力
雫
法
家
人
棚
及
其
著
作
簡
介
』
二
九
上
、
六
年
八
月
・
人
民
出
版
社
糾
）

を
青
フ
た
”
琶
者
の
畠
の
上
に
「
吉
杯
大
学
」
ｚ
冠
廿
了
あ
る
。
瀞
武
-
商
款
孫
循
，
萄
捉
・
鶉
非
・
菅
誼
・

晁
錯
・
驫
公
羊
・
主
充
替
繰
・
諸
葛
亮
》
割
知
叢
柳
宗
元
，
馴
農
錫
李
罵
・
王
妥
石
・
沈
括
・
陳
・
亮
・
張

ロ
ｊ
■
寺
●
．
一
一

居正・李警・王夫乏》や蕊自吟・魏鑪一》濤復・章太英不とりあげ一Ｉある。李豊にけ一上五’一ハ四

居正・李碧・壬夫迄》や蕊自殉・魏鵜一、濤復・章太睦．

の
．
十
頁
が
あ
て
了
あ
る
瀞
頴
何
「
唐
中
葉
著
名
詩
人
李
弩
」

参

←

一 口 一 士 唖

膨
､ ､ 季

、

日竺くＪｒ一二一一 桔 , -



李

漢

詩

選

こ

ぎ

、

一

《

．

雑

託

収

馴

上
潤
市
携
鮫
工
業
公
司
・
上
彊
師
減
大
学
中
文
察
李
曹
諸
建
汪
組
『
李
凄
誌
選
』
肺
一
九
セ
八
年
四
月
、
人

戻
文
学
出
版
社
判
弥
、
同
年
九
月
二
十
七
日
広
實
っ
庇
”
前
言
十
舅
目
録
一
三
舅
本
文
二
二
八
頁
、

ｇ

而
薑
は
、
￥
の
諭
旨
に
お
い
て
斉
力
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
。
薑
筆
、
ｆ
と
罪
リ
同
じ
で
ば
〃
い
け
椚
還
し
．
（
ｂ

本
文
に
画
纒
門
太
守
行
“
壼
士
献
酒
斗
疋
寓
引
金
銅
仙
人
群
漂
藪
亭
エ
志
一
何
燕
公
壹
墓
飛
零
猛
を
両
旧

・
公
無
出
門
・
上
之
凹
・
呂
将
軍
歌
・
感
凱
六
首
（
其
一
三
其
四
）
老
夫
一
零
本
王
歌
・
濤
家
洞
騨
風
曲
・
宮
燵

歌
＃
威
楓
五
首
（
尊
一
其
一
二
二
一
月
遇
一
河
宮
牡
丹
謹
曲
・
学
華
象
霜
溥
山
人
与
薑
癌
揚
主
畜
花
掌
一
恒

轤歌《五粒小松歌、亨天天上謎・古雌他濤・羊雲霊《払巽訳蕊・神紘・官街鼓垂テ遇笙檮『５

出
城
寄
権
畷
褐
欺
迂
二
再
弄
・
浩
歌
・
秋
来
《
南
園
十
二
一
首
｛
糞
四
、
其
五
・
雲
六
其
上
）
馬
詩
二
十
三
首

マ《＃《
其
一
・
算
二
、
其
凹
-
其
五
、
其
九
、
其
十
一
・
耳
十
二
．
其
十
一
藝
茸
十
六
-
冥
十
ハ
）
、
款
酒
行
皇
吟
歌

続
短
歎
・
昌
谷
北
園
新
季
四
首
、
昌
雀
読
書
一
赤
琶
童
・
巴
童
答
・
崇
》
霧
里
滞
両
・
閏
避
歌
⑳
舂
帰
白
弓
合
“
野
歌
ゞ
一

ビ
ザ
打
遮
諭
脹
熊
露
-
鏡
一
卜
注
紙
が
あ
る
．
「
感
調
五
言
」
仇
其
三
乏
綴
ラ
了
い
な
い
の
か
騨
球
ふ
か
い
電
。
や
一
一
■

者
⑦
い
う
「
法
家
」
が
す
う
き
り
ｚ
頭
に
は
い
う
了
一
一
な
い
の
了
。
李
舅
ヂ
「
尊
潰
」
で
あ
る
ど
い
つ
こ
ど
に
毛

測断を下Ｌにくい．「秦一士飲酒」一之遜敷鬚歌と見難墜乏は榔稿「奉王飲酒」に連へた、一髻諸

謡」万との自称何自瑚⑦気味で莞廿吟桝た鳩合が多く、千綱予納弄尹レケし文脈肱即し了二手やか

に
分
析
Ｌ
了
為
嘉
ご
と
が
脳
要
だ
葛
、
フ
《

近
ご
再
『
発
明
日
報
』
⑦
広
告
に
出
一

⑦
広
告
に
出
る
吉
林
大
学
の
学
義
に
こ
の
人
の
島
か
見
え
な
い
友
勺
だ
，

●

一
一 禿

韓

|(〕６９



本
で
届
定
す
る
こ
と
に
し
浜

〆
通
志
堂
￥
祭
室
言
動
二
←

篭
訳
噸

ゞ
こ
と
し
二
月
三
十
六
日
、
納
禰
性
侭
の
『
遇
定
堂
集
』
二
十
巻
差
入
手
し
た
。
一
九
上
九
年
二
月
仮
上
遍
占
霜

出版社が知行Ｌたく涜人訓集葡州測蠅葱図書舘蔵着霊感刻本に王ろ壁一癖印平装本庇。ながい間読

みたく馬い汀が今読み・えなかつた．一房叢荊腫・線装嫉入り”繍装本も出ていしるが、わたし・ぼ平装

ｆ
性
徳
（
ヱ
ハ
五
五
１
一
六
八
五
）
環
昌
成
繧
字
は
容
活
、
満
洲
正
壽
猿
人
、
大
学
士
明
珠
の
子
《
崇
騨
十
二

年
二
六
七
三
）
進
士
。
官
は
侍
街
。
清
詞
中
の
代
表
作
家
だ
が
・
議
丈
豚
も
す
ぐ
楓
暮
ご
と
は
だ
れ
も
が
認
め

ろ
と
こ
ス
だ
。
春
四
、
五
壹
排
律
仮
「
籾
唐
李
昌
台
憾
塗
詩
崇
額
』
が
猫
蓄

Ｏ

洞
戸
雷
雲
碧
灘
關
蕊
霊
紅
辱
山
閏
執
蓬
濁
石
綴
芳
業
漂
感
嘆
蓄
小
蛾
琶
議
譲
濯
裁
腰
軟
柳
帯
慧
思
雲
蕉
筒
粉
師

念
調
湘
正
壹
謝
油
水
羨
宿
桟
一
等
践
蝶
薑
禁
邉
春
腿
波
浪
糊
塗
雲
喧
雲
殿
簔
言
書
甑
紘
煽
整
賊
浴
汗
訊
融
篭
棲

宣
莱
霧
仙
潅
司
識
風
害
詩
塞
言
薬
掌
紙
訟
芙
蓉
規
沸
痴
端
厘
言
鳶
蒲
翠
籠
嫡
流
薑
喜
鶴
沁
雲
釧
荷
蜂
乍
見
蝿
Ｏ

先
注
・
拝
差
董
若
崇
潰
懐
噌
一
此
里
棉
縮
漉
函
寶
華
燭
鐘
吾
鳳
文
適
祷
隷
龍
蕊
穂
美
撮
手
等
峡
月
如
弓
誰
信
黛
行
う
Ｉ

雨
還
域
化
彰
虹
竿
中
遊
塔
浦
竜
外
訓
蜷
偲
賓
合
巫
山
注
何
須
石
窃
封
但
顛
常
は
雲
即
似
惑
乗
龍
籟
錆
費
催
箭
Ｒ
Ｊ

、
丁
丁
瀬
霊
銅
薑
雲
長
久
釣
浅
訂
荘
来
談
湊
這
鯛
室
陸
感
兆
旭
日
併
霞
光
主
義
穀
職
邑
鋸
雷
一
菫
薑
零
綴
段
認
離

情
一
茨
祭
楓
王
昌
聯
井
含
宋
王
隔
搭
嬬
索
港
桃
訊
淡
風
波
孝
正
繼
巽
沓
專
嵜
壽
耐
罵
雲
逼
潟
籟
影
昌
奏
鏡
鷆
篭

解
涛
桐
白
露
吟
早
執
篝
耳
信
黒
挨
苔
蒲
斜
較
翻
壁
凝
刻
噴
燕
確
沸
蛭
瀞
鶏
鋼
鍼
雪
肌
豐
郎
性
嚇
秋
帯
傭
操
勧

｝
晩
誌
選
歌
損
傅
輝
胃
卜
僑
鰡
偉
水
面
窺
金
鯉
穰
謁
望
王
聴
自
演
江
柳
建
誰
憧
醤
宗
答
霊
臼
懐
將
仲
巽
時
見
子

完
龍
童
博
循
上
期
送
哉
雲
中
四
票
裁
勃
袖
三
花
薊
細
寒
笑
壹
如
婁
雲
景
置
鳴
叩
叩
窪
熊
智
猶
喚
駕
鴦
夢
少
逼

】

一

、

一

峰、』

憲
一



．｜哨

手

￥

一

二

う
子
Ｖ
ｔ
の
だ
，
凛
秤
と
權
行
Ｌ
了
駁
じ
な
ｒ
箙
と
い
え
よ
う
”
注
家
王
萄
の
睡
鶴
Ｌ
な
か
つ
辰
「
慥
公
」
の

縦
窪
乏
詩
人
性
祷
阿
感
得
し
て
い
る
の
だ
。
巻
五
・
『
記
征
人
語
」
の

声
燐
箭
到
欲
誇
雷
桝
鐵
鑓
消
戦
血
痕
雲
甲
王
棺
害
舗
溌
九
歌
蕉
自
近
摺
・
魂

には季篝の一壼半箭頭承」のおもかげが、っ『〃『ていろ，巻十四毎「昌谷集②錆に薑す』にい-っ，師

可呼

嘗
て
呂
汲
公
の
杜
誇
蕊
譜
を
読
む
。
少
陵
の
詩
⑦
冒
防
定
見
側
ろ
ば
冬
日
誰
減
に
老
子
廟
に
謁
す
吾
踊
に
涜

-了し-開一元辛巳たり＄社-年已膵一一千．蓋Ｌ耽鹿の者斬り織李戻吉は未だ三十に交ばや、ろに

己広王捲雲ｐＬに応本．若し少鯖に此す桐ぱ牛菫宰、小ろ琴で一詩も鐸夢ＵＬ疏今ん・譲臓と孑

込
諏
錦
壼
中
．
一
向
鍜
椚
了
天
駕
く
”
卒
に
少
陵
と
喜
臺
同
じ
、
う
し
、
千
西
毒
大
耆
葺
堤
祁
望
ろ
。
窒
錫
は
旧

『・い

一
な
り
。
攪
暑
之
華
は
刹
郡
に
一
現
」
霊
椿
の
徹
は
八
千
歳
を
春
秋
と
な
す
《
壼
に
傾
短
を
計
ら
ん
や
。

一
一
千
一
重
ｒ
死
ん
だ
性
徳
の
言
葉
だ
け
に
い
、
「
箒
・
っ
響
く
弧
し
的
ぴ
あ
壱
・
毒
十
六
「
兼
ポ
亭
篭
識
」
に
い
え

ゞ

必

と

李
益
付
文
名
奉
賀
と
相
埒
Ｌ
・
一
簑
萱
出
す
毎
に
．
蕊
工
季
っ
了
節
王
以
て
乏
逢
求
鋤
善
識
差
誠
辻
天
一
十
に

供
奉
し
・
天
下
之
を
図
絵
に
施
す
．
太
子
庶
子
②
李
盃
、
同
じ
く
朝
に
在
り
．
世
．
文
章
⑦
李
益
と
穂
し
以

可
迄
と
別
か
つ
。

〉
一
ケ
『

この一｝とはいたＬも秘稿三一一長士三や紬舸代奄港十八の同じ「雑識」にい、フ。

二一教中．筈な羨涯あり、豊が奏鞘ありへ笛写人洲あり。能く承く之を知るも．｜猶ぼ恐らく臆

う
子 園
↓､雲: t ､ "
の 未
だ 喬，鍔

毒鬘

掩
滑
越
整
〈
｜
氷
舂
與
童
解
離
冨
恨
霊
千
畳
隠
君
不
再
建
桃
壜
増
蝉
悩
称
枕
即
慢
愉
鏡
蕊
何
噌
苦
瓢
乞
隣
是
凶
拳

凉
憐
永
・
反
叡
童
顎
藻
宮
橋
霜
蓬
雷
堂
澆
奮
闘
碧
鋪
合
歓
虚
菫
韓
連
理
悔
菫
謹
誇
命
瑳
私
扇
傷
紺
泣
鳴
菱
代
願

垂匙
、ユ

デ
ー

一

鴬
～

←



・や一一●’一諜・

２

“
糧
譲
嘘
選
壺
国
古
鋳
、
文
学
読
本
議
害
）
一
一
９
．
ｍ
←
一
四
雑
記
順
師

卜
〒
両
冊
や
再
中
国
社
会
科
学
院
・
又
学
研
究
前
編
。
一
九
七
八
年
四
月
．
人
民
文
学
出
版
社
列
。
上
．
二
天
三
員
、

凸

◇

一

●

』

下
二
一
五
五
頁
。
蹄
上
珊
に
何
さ
ら
に
二
八
房
の
前
言
が
房
州
「
会
冠
芙
・
王
水
照
」
の
薑
昌
が
あ
る
。
→

割
当
了
た
頁
紋
の
多
い
詩
人
画
、
社
詣
（
一
○
○
）
李
白
こ
つ
白
岸
舅
（
五
二
二
蓋
禮
（
里
ハ
）
李
篝
〃

（
一
廷
）
杜
頒
三
四
割
潟
錫
（
一
三
）
柳
宗
元
こ
え
三
土
雑
（
一
八
）
轄
念
二
一
奎
陳
孑
言
叉
三
）
旧

温
廷
釣
（
-
ご
次
と
は
為
雁
一
○
蔦
以
下
”
詩
人
の
価
値
を
作
品
敬
等
で
計
至
重
は
下
主
巧
い
列
い
ま
例

中
国
が
唇
代
詩
人
王
ど
う
見
て
Ｖ
ろ
か
ゞ
達
測
定
す
る
辰
め
の
一
つ
の
菅
料
と
Ｌ
工
易
濤
教
何
意
義
が
あ
る
。

李
雲
の
悔
品
で
蔭
ば
渦
て
い
る
の
は
・
李
蕊
室
檮
引
、
雁
門
太
守
行
、
大
堤
曲
．
壽
天
、
阿
南
符
試
十
二
月
樂

詞
全
月
）
活
試
が
走
爲
引
、
塞
王
欲
酒
・
南
園
十
三
言
（
算
五
算
六
＃
其
せ
）
金
銅
仙
人
讓
震
歌
、
崇
詩
。
一
千

三
首
（
其
四
、
算
五
耳
二
士
一
己
、
迄
失
採
王
歌
、
昌
谷
北
園
新
季
四
首
（
其
一
二
、
威
塞
奎
自
（
其
二
、

自
戒
の
責
と
Ｌ
了
記
録
Ｌ
マ
調
く
。

０

見る前．未だ古人のパ事に当今ず、人乏伏才考籠はざ、句人・苔し其釘書室読まず、重参道を

饗
ず
垂
だ
豪
塁
を
宴
呈
震
藪
篶
吐
合
異
自
今
算
累
腫
蓬
謬
入
の
受
昌

黎（蕊愈）の女名の千古一卜高出し・元晦（朱葺）切道観の自・埼孔孟芝継ぐす今．人衝向乏を

笑ふ。側に汎人や余人壷や。大城、一家の人、相畷「マゞ
、ロハだ一家の語乏読式←得弓のみなる

に・自ら幹傑と許して自ら孤腫乏卸二、ろ一句リ。談薑何多ま麦濤ひ糊やが示石重妻制。学

寺
●
■
●
６
寺
昌
一
》
ｒ
一

間
は
広
宗
を
雷
ぴ
壽
あ
る
董
濤
認
口
乏
開
キ
菫
歪
凝
り
・
馴
馬
も
及
ば
ず
。
易
寺
一
事
一
卜
非
ろ
な
り
。

今

肇〆
皐



辞 『幻
で

１

壱

Ｆ

一

誌

→

選

杭

三

つ

、

亨

雑

記

岫

張
蕪
曙
箸
。
一
九
七
九
年
十
一
月
・
天
津
人
戻
出
版
社
洲
。
四
○
四
房
。
一
二
三
一
’
二
四
八
頁
が
李
賀
。
婁
順

う
い
了
の
解
読
吋
・
さ
宗
田
『
害
詩
選
Ｌ
と
ほ
ぼ
同
じ
＆
ど
、
フ
Ｌ
で
こ
う
し
同
じ
よ
う
な
解
読
！
」
か
奎
再
な
い
の

ザ
ｚ
思
う
が
・
ｈ
が
国
の
こ
の
種
の
本
ド
出
て
く
葛
李
雲
露
哉
池
似
た
よ
う
な
も
め
だ
。

李
逼
釡
蔭
引
、
種
門
太
守
行
、
老
夫
採
王
歌
の
三
首
を
ｚ
リ
あ
げ
ろ
。

「
老
夫
様
玉
歌
」
と
雲
海
物
の
「
稼
玉
行
」
董
仗
鞍
し
．
ほ
ぼ
訳
の
よ
う
脈
い
う
．

一
・
毒
詩
の
採
王
夫
付
具
体
性
が
な
い
か
、
李
詩
は
具
体
的
了
イ
メ
ジ
ボ
は
つ
ぎ
川
Ｌ
、
老
人
左
選
ん
だ
ご
と

で
・
織
渇
掌
団
が
吾
壮
年
乏
徴
奏
し
承
し
人
戻
を
収
奪
す
る
す
が
た
か
緯
型
的
に
樋
か
ね
了
い
ち
．

》
当
驍
の
詩
壇
は
篭
・
柳
・
元
・
白
が
議
争
し
た
時
代
で
、
李
書
も
詩
瓢
に
為
Ｖ
一
く
割
に
生
面
を
鬮
諄
、
｜
表
を

戒
Ｌ
た
。
豐
皇
な
逼
嫁
力
と
新
穎
詫
壽
な
・
言
莞
に
よ
り
幽
苛
神
秘
亦
壼
境
王
表
睨
Ｌ
ゞ
独
創
鯏
な
風
格
達
飛
成
し
、

中
晩
喜
の
詩
人
に
議
響
量
与
え
た
、
が
-
社
会
実
践
に
差
し
く
←
詩
歌
に
夏
映
し
た
生
溺
面
が
隈
ら
舸
・
莉
談
な

用
語
や
弊
域
多
用
の
た
め
用
童
の
鮒
在
が
と
-
う
え
に
く
く
、
誤
熊
や
曲
解
重
生
む
の
は
、
か
榊
鋤
識
点
と
い
わ
ず

脚
蚕
李
雲
の
せ
い
に
す
ぢ
の
は
お
す
Ｌ
い
だ
馬
う
◇

ろ
を
得
な
い
”

苦
壹
通
、
猛
虎
行
、
巫
山
高
、

ほぼ石初歩、フな批評がし了ある。李雪の詩不籔露斤鈩ごと、確か涜泰謡露・曲熊の多く画李

雪の詩を、その文脈に〉一、て素直に読まずに勝手な解承を押しつけろと一一ｚ仏響じＴＵｚ，箒

「

、

琴竪
←

、
一

～

醤
一

二

し

'5-7ろ '０７３



ノ

詩
歌
欣
賞
一
つ
き
ｍ
・
忌

蒋
託
川

何
冥
芳
著
．
一
九
六
二
筆
四
月
作
家
出
版
社
列
⑳
二
五
舅
，
「
討
歌
乏
簔
好
-
」
、
鎚
篝
力
董
高
挽
よ
、
つ
と
’４

す
ろ
同
志
穴
再
」
へ
の
献
鋳
が
癌
リ
ー
本
文
画
十
二
に
令
禄
書
．
頁
里
’
九
五
八
年
九
月
十
五
日
雪
壹
一
鯖
、
二
憾
師

十
月
二
十
日
喬
稿
ノ
ー
十
六
日
茂
修
散
、
と
い
う
騨
脈
日
付
夫
桝
て
Ｖ
可
八
側
一
九
五
九
丑
四
月
二
十
六
日
晨

六
晴
Ｆ
孝
乏
お
い
た
毛
の
Ｔ
・
李
雷
畔
李
商
縫
董
あ
「
か
『
了
い
ろ
。

唐
朝
筒
嗣
心
詩
へ
他
偶
的
術
品
娘
有
撞
三
→
一
物
采
受
到
潅
崇
，
近
宋
却
誠
言
些
人
称
諭
唾
美
主
文
酌
杯
家
〃
刊

以
至
被
否
定
ｌ
他
椚
就
是
李
琶
細
李
商
縫
“
李
震
筆
函
亭
二
重
蓋
恨
誰
代
表
鈍
的
風
裕
・
：
’
途
首
詩
全
侶

篇都農猫写李這揮篭濤弾得壽常批据・ぶ喧可奮出李慧餉詩餉一今橇朗酌詩色：想乗是那祥半室〃

那祥寄特。／隠采表現建紳起蒙的語言也編貢塒焦”恨不卒常，遠洋就脈成了一稗特殊的夙絡”！-

穆虻淵崎石諦天灸，石頭天慌逗秋雨・〃，，-；要育同等大腿餉廼鐙何等的蝿力才能宮出遠祥的舗句！

写到迭里〃可以読逹首詩已經迭到了竃的富潮，好崇堪以雲維了。作蕾却又鋼建好象毎入稗山去敷

糊瀝強蜑繧〃簿得魚対之跳／岐治之霜，弾寄月亮窒的呉剛也筒喜桂榔噸・町，下熔睡服・″一亘訓潔

詩
は
十
二
句
。
は
じ
娩
切
二
句
で
》

物
恥
爬
理
、
辮
象
と
池
に
鮮
朗
だ
、

奇
。
塊
弐
的
感
賞
重
与
え
ろ
，

物
恥
爬
理

一

三
一
言
詩
は
平
鏥
直
叙
方
式
達
採
用
し
-
１
い
夢
が
、
：
李
詩
け
簔
富
多
謡
な
感
室
手
法
量
侯
『
て
い
て
人
に
罰

二
・
童
詩
ば
六
句
下
・
二
句
両
官
狩
０
散
循
二
句
阿
黄
山
の
涛
詞
、
二
句
何
採
玉
夫
の
家
譲
き
う
た
ウ
・
李

ロ
十
二
句
。
は
じ
娩
切
二
句
で
採
王
の
種
類
・
用
途
乏
釣
べ
・
鍔
の
十
句
は
老
夫
の
祷
王
生
活
乏
全
写
し
・
人

ー

ヘ ？ ．
や

司も、

、馨〆
払争



翠
、
「

、
ｰ、記

燕
鯛
震
水
打
湿
了
月
亮
里
酌
王
｜
宛
。
注
雪
詩
就
在
遠
紳
奇
弄
涌
且
・
壽
禰
朗
鋼
電
中
結
奈
了
・
結
束
了
渦
減
掘
有
余

蝋
．
白
居
易
的
八
琵
琶
行
〉
対
干
蕊
琶
戯
声
誉
的
描
写
長
劉
戚
、
：
。
：
：
那
紳
描
写
使
減
欄
覚
得
自
然
和
親
岡
，
篭
、

篝
李
豊
前
逹
冨
詩
，
我
椚
式
誘
会
叡
到
狩
不
誰
知
這
蕾
祷
餉
声
音
鳧
縄
梅
餉
-
然
両
這
却
噸
葦
了
競
椚
撮
多
題
蒙
，

給
了
我
椚
一
帥
寄
弄
的
美
的
歓
買
“
：
；
-
宮
居
易
帥
邪
神
猫
写
罵
現
裳
主
又
的
．
，
李
萄
遠
善
碓
弓
細
墨
濤
的
風
格

祖
近
ヅ
是
浪
罎
主
又
酌
。
同
様
罵
廻
象
半
富
〃
然
流
色
采
不
同
・
滴
紳
色
采
不
同
師
-
文
学
琶
未
都
毫
我
椚
削
餉
窯

妻
的
。
文
学
差
木
閉
价
値
許
不
Ⅸ
賦
在
干
竜
椚
縦
孵
把
生
端
坤
繊
睾
物
捲
琴
得
象
眞
賊
一
祥
〃
ゞ
両
且
逐
荏
孑
喧
椚
５

謙
覗
任
一
べ
峡
現
掌
中
創
造
出
一
紳
美
餉
墳
需
当
燕
〃
紬
公
奉
寺
遍
窒
一
嶬
引
〉
也
可
以
薑
出
李
弩
的
義
餉
乏
太
迄
鋤
師

瀦
莞
心
育
詩
多
雪
句
-
／
許
多
奇
特
的
逼
象
，
然
而
達
電
莚
案
↓
却
好
家
持
不
能
拘
成
一
十
眼
・
完
整
娠
細
譜
餉
誠
一

体
。
那
味
二
想
宗
趣
撚
Ⅸ
連
垂
跳
到
那
里
ノ
藷
者
不
容
易
建
昧
，
刑
；
・
・
李
普
也
弓
辻
社
会
童
又
比
較
明
塁
餉
謡
，
岨
貝
）

列
老
夫
蕪
壬
勲
ｖ
、
Ａ
蕾
瑳
洞
ｖ
等
。
有
竺
人
就
挙
出
遠
些
顎
宋
義
明
悩
不
是
唾
妻
主
×
酌
詩
人
。
櫃
遼
紳
篇
到
７

奮
帳
少
α
而
且
不
如
杜
甫
押
日
居
易
写
得
劫
人
・
李
窪
曲
甕
掩
斜
不
在
室
勺
再
対
子
畜
代
管
串
鬮
想
性
．
、
我
旧

綱
是
歳
一
該
理
解
得
戸
漫
一
些
鮒
・
李
舅
只
沽
了
二
十
」
壺
夕
哉
死
》
も
由
子
霊
鴻
饗
溌
的
限
制
〃
純
釣
師
品
涜
映
釣

蝿
・
粟
的
糖
度
毫
払
識
較
窄
餉
。
然
而
爪
他
的
詩
里
栽
椚
侭
然
壱
到
了
渕
蓮
社
会
剥
頁
才
能
的
人
舸
予
盾
．
！
-
在

遠
紳
へ
關
進
歌
）
比
議
奇
特
的
風
格
之
・
中
表
現
出
菜
飼
内
容
紺
精
神
？
不
是
同
李
．
白
紺
壮
南
困
殉
言
到
圧
抑
而
表

現
出
飼
憶
這
細
傲
岸
不
馴
餉
気
概
稲
欄
近
喝
７
．
正
是
因
埼
有
謹
稗
精
神
組
弓
概
〃
他
才
蔬
諺
写
出
・
〃
天
若
首
情
一
大

亦
老
か
垈
酒
耐
喝
月
使
創
行
〆
這
紳
傍
人
的
読
句
采
・
不
誌
杷
童
杖
恢
看
昨
書
句
／
Ⅸ
仮
看
癖
奇
涛
閉
想
象
．
定
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宮居易約議是眺賦容易理解的，李白和社南酌詩或誹也不港祷受，零欣霞嘩駕祁牽商臆酌詩却一酬鮭
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